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茨 城 全 県 版

2 0 2 4  年 （ 令 和  6  年 ）

1 2 6月 日

（ 金 曜 日 ）

　
龍 ケ 崎 市 は ２ 月 か ら 建 設

工 事 の 一 部 の 入 札 に つ い て電 子 入 札 シ ス テ ム を 導 入 する 。 対 象 は 発 注 予 定 金 額 が５ ０ ０ 万 円 以 上 （ 税 込 み ）の ラ ン ク 指 定 一 般 競 争 入札 。 ５ ０ ０ 万 円 未 満 の ラ ンク 指 定 一 般 競 争 入 札 お よ び条 件 付 一 般 競 争 、 総 合 評 価落 札 方 式 は 従 来 ど お り の 入

　
１ ９ ８ ２ 年 か ら で 開 催 さ

れ て い る 「 全 国 さ く ら シ ンポ ジ ウ ム 」 が 今 年 は 桜 川 市で 開 催 さ れ る 。 開 催 日 は ４月 ４ 日 、 ５ 日 。 会 場 は 大 和ふ れ あ い セ ン タ ー 「 シ ト ラス 」  。 ４ 日 は シ ン ポ ジ ウ ム 、５ 日 は 現 地 見 学 会 を 行 う 。　
桜 を 活 用 し た 地 域 の 観 光

振 興 や 景 観 美 化 な ど 、 特 色の あ る ま ち づ く り が 発 展 、拡 大 す る こ と を 目 指 す 。　
４ 日 に は 、 真 壁 高 等 学 校

農 業 ・ 環 境 緑 地 科 環 境 緑 地コ ー ス の 生 徒 と 日 本 樹 木 医

　
大 子 町 は 、 旧 役 場 跡 地 へ

の イ ベ ン ト 広 場 の 整 備 を 計画 し て い る 。 現 在 は 基 本 設計 の 策 定 を 進 め て い る と ころ で 、 年 度 内 に も 実 施 設 計に 着 手 し た い 考 え だ 。　
イ ベ ン ト 広 場 の 整 備 に つ

い て は 旧 役 場 跡 地 を 活 用し 、 街 中 で 実 施 し て い た イベ ン ト を 開 催 で き る よ う な 　
施 設 概 要 は Ｒ Ｃ 造 ３ 階 建

て 延 べ 床 ６ ３ ４ １ ㎡ 。 経 年劣 化 に 対 応 す る た め 改 修 を行 う 。　
工 事 概 要 は 、 建 築 関 連 で

屋 根 や 外 壁 、 内 装 な ど を 改

札 方 法 と な る 。　
ま た 、 電 子 入 札 シ ス テ ム

や 入 札 参 加 者 の Ｉ Ｃ カ ー ド等 の 稼 働 確 認 の た め 、 テ スト 入 札 を 実 施 。 公 告 日 は １月

3 1日 を 予 定 す る 。

　
電 子 入 札 案 件 に お い て 、

電 子 入 札 シ ス テ ム に よ る 入札 書 の 提 出 が 困 難 で あ る 場合 に は 、 事 前 に 紙 入 札 参 加届 出 書 を 提 出 す る こ と で 、市 長 が や む を 得 な い と 認 める 場 合 に 限 り 、 書 面 に よ る入 札 書 の 提 出 （ 紙 入 札 ） を

会 茨 城 県 支 部 の 古 谷 孝 行支 部 長 が 「 官 学 連 携 に よる 桜 川 の サ ク ラ 樹 勢 調査 」 の 活 動 事 例 報 告 を 実施 す る 。 ５ 日 は 、 櫻 川 磯部 稲 村 神 社 な ど の 現 地 見学 会 を 行 う 。　
両 日 と も 事 前 予 約 制 。

ホ ー ム ペ ー ジ 、 申 込 用 紙で 申 し 込 む 。 問 い 合 わ せ先 は ２ ０ ２ ４ 全 国 さ く らシ ン ポ ジ ウ ム ｉ ｎ 桜 川 実行 委 員 会 （ 桜 川 市 ヤ マ ザク ラ 課 、 Ｔ Ｅ Ｌ ０ ２ ９ ６－
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－ ５ １ １ １ ）  。

広 場 と な る よ う に 整 備 を 計画 。 住 民 の 交 流 の 場 と な る空 間 を 目 指 す 。 敷 地 面 積 や具 体 的 な 整 備 内 容 に つ い ては 、 今 後 設 計 を ま と め て いく 中 で 定 め て い く と い う 。イ ベ ン ト 広 場 周 辺 基 本 設 計は 、 ㈱ 横 須 賀 満 夫 建 築 設 計事 務 所 が 担 当 。 着 工 時 期 につ い て は 現 時 点 で は 未 定 と 修 。 内 装 は 間 仕 切 り 壁 の 撤去 ・ 新 設 、 パ ー テ ィ シ ョ ン変 更 も 含 む 。 ま た 建 具 （ 外部 ・ 内 部 と も 。 防 火 設 備 含む ） や 家 具 も 改 修 す る 。 昇降 機 は 既 存 小 荷 物 専 用 昇 降

行 う こ と が で き る 。　
問 い 合 わ せ は 財 政 課 契 約

指 導 検 査 グ ル ー プ （ Ｔ Ｅ Ｌ０ ２ ９ ７

－
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－

１ １ １ １ ）

ま で 。　
県 土 浦 土 木 事 務 所 は 東 亜

橋 の 架 け 替 え 工 事 を 計 画 して い る 。 工 事 に 向 け た 設 計業 務 に 本 年 度 か ら 着 手 。 業 し て い る 。　
な お 旧 役 場 跡 地 に は イ ベ

ン ト 広 場 の ほ か 、 町 で は ２　
県 筑 西 土 木 事 務 所 は 、 国

道 ２ ９ ４ 号 （ 筑 西 市 折 本 地内 ） の 歩 道 に つ い て 、 補 修工 事 を 実 施 す る 。 ２ ０ ２ ４年 度 第 １ 四 半 期 の 公 告 を 予定 し て い る が 、 早 ま る 可 能性 も あ る 。 ま た 、 樹 木 伐 採 機 を 乗 用 人 荷 用 昇 降 機 へ 変更 す る 。　
そ の ほ か ス ロ ー プ 、 階 段

（ 手 す り 含 む ）  、 エ キ ス パ ンシ ョ ン 、 ト イ レ な ど も 改 修す る 。 ト イ レ は 多 目 的 ト イレ の 設 置 を 含 む 。　
外 構 に つ い て は 駐 車 場 区

画 、 舗 装 、 門 扉  ・  フ ェ ン ス 、屋 外 桝 の 調 整 等 を 行 う 。　
電 気 設 備 工 事 （ 配 管 、 配

線 含 む ） は 照 明 設 備 を Ｌ ＥＤ 化 。 原 則 、 敷 地 内 建 築 物全 面 を 外 灯 含 め て Ｌ Ｅ Ｄ 化

務 を ㈱ 長 大 に 委 託 し た 。 橋長 は

2 4ｍ 程 度 を 想 定 し て い

る 。　
こ の 業 務 は 、 西 谷 田 川 の

川 幅 拡 幅 に 伴 い 現 橋 （ Ｌ
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ｍ ） の 架 け 替 え 工 事 を 実 施す る た め の 予 備 設 計 業 務 。場 所 は つ く ば 市 下 河 原 崎 地内 。　
ま た 、 橋 梁 の 設 計 と 合 わ

せ て 、  迂 回 路 の 道 路 設 計  （ Ｌ１ ０ ０ ｍ ） も 行 う 。 設 計 の履 行 期 間 は ２ ０ ０ 日 間 を 予定 。　
予 備 設 計 の 策 定 後 は 関 係

機 関 と の 協 議 を 経 て 詳 細 設計 に 着 手 。 詳 細 設 計 の 策 定完 了 後 に 工 事 に 取 り 掛 か る予 定 だ 。　
な お 、 設 計 業 務 の 事 業 者

選 定 に 当 た っ て は １ 月

1 7日

に 一 般 競 争 入 札 を 執 行 。 落札 額 は ８ １ ６ 万 円  （ 税 抜 き ）だ っ た 。 工 事 も 行 う 予 定 で 、 本 年 度内 に も 一 般 競 争 入 札 を 公 告す る も よ う だ 。　
同 路 線 で は 、 街 路 樹 と し

て 桜 が 植 え ら れ て お り 、 一部 で 木 の 根 上 が り が 発 生 して い る 。 こ の た め 、 通 行 者の 安 全 確 保 に 向 け 、 凹 凸 が生 じ た 歩 道 の 補 修 を 進 め てい く 。　
さ ら に 、 施 工 箇 所 内 の 一

部 で は 、 桜 の 伐 採 工 事 も 実施 す る 。 つ 目 と な る 防 災 道 の 駅 や 、防 災 対 応 型 観 光 交 流 施 設 の整 備 が 計 画 さ れ て い る 。 す る 。 ま た キ ュ ー ビ ク ル 設備 、 放 送 ・ イ ン タ ー ホ ン 設備 、 自 動 火 災 報 知 設 備 、 通信 設 備 も 改 修 す る 。　
機 械 設 備 工 事 （ 配 管 、 配

線 含 む ） は 空 調 設 備 （ 既 設再 設 置 含 む ）  、 給 排 水 設 備（ 受 水 槽 、 消 化 水 槽 、 ポ ンプ 、 ト イ レ 。 屋 内 は 露 出 配管 に 変 更 ）  、 消 防 設 備 （ 防火 シ ャ ッ タ ー 、 消 火 栓 、 配管 を 含 む ） な ど 。　
そ の 他 コ ン ク リ ー ト 劣 化

状 況 調 査 や バ リ ア フ リ ー 化の 検 討 、 工 事 中 使 用 で き ない 教 室 と の 入 替 や 動 線 計 画の 検 討 も 行 う 。　
な お 、 設 計 業 務 の 入 札 参

加 形 態 は ２ 者 Ｊ Ｖ 。 参 加 申請 の 締 切 は ２ 月

1 3日 ま で 。

2 2日 に 開 札 す る 。

　
部 長 の 時 、 積 極 的 に リ

ニ ュ ー ア ル 工 事 を 進 め ま した 。 色 々 な 団 地 に 行 き 、 担当 者 と リ ニ ュ ー ア ル 方 法 など の 打 ち 合 わ せ を し た り して い ま し た 。 県 営 住 宅 の 安全 性 を よ り 確 保 す る た め 、警 察 と の 連 携 を 図 り 、 県 警の 刑 事 部 長 と 協 定 を 結 ん だり も し ま し た 。　
４ 番 目 は 建 築 確 認 の 話

で 、 所 管 課 は 建 築 指 導 課 です 。 誰 で も 、 家 を 建 て る 時

は 建 築 確 認 を と る 必 要 が あり ま す 。 企 業 さ ん が ビ ル を建 て る 時 な ど も 同 じ で す 。こ れ が 平 成

1 9年 、 建 築 基 準

法 の 改 正 に よ り 、 あ る 程 度の 規 模 以 上 の 建 築 物 は 建 築確 認 を と る 際 、 新 た に 「 構造 計 算 」 に つ い て 、 別 の 機関 に チ ェ ッ ク し て も ら う こと が 義 務 付 け さ れ た の です 。　
県 で は 、 急 ぎ 構 造 の 判

定 機 関 と し て 、  （ 財 ） 茨 城

県 建 築 セ ンタ ー 、  （ 財 ）日 本 建 築 セ ンタ ー 、  （ 財 ）住 宅 金 融 普 及協 会 の ３ 機 関を 、  後 に （ 財 ）ベ タ ー リ ビ ング を 指 定 し まし た 。 当 初 は申 請 側 も 審 査す る 側 も 混 乱し 、 確 認 審 査の 遅 れ な ど の問 題 が 生 じ まし た が 、 確 認の 事 前 審 査 を積 極 的 に 行 って も ら う こ と

　
私 は 建 築 職 と し て 茨 城 県

に 採 用 さ れ 、 土 木 部 建 築 ３課 を メ イ ン に 仕 事 を し て まい り ま し た 。 建 築 指 導 課 では 建 築 確 認 、 開 発 許 可 、 耐震 化 業 務 を 、 住 宅 課 で は 県営 住 宅 や 民 間 住 宅 を 対 象 に良 質 な ス ト ッ ク 形 成 を 、 営繕 課 で は 県 有 施 設 の 設 計 ・施 工 管 理 や 既 存 ス ト ッ ク の長 寿 命 化 な ど に 取 り 組 ん でき ま し た 。　
ま た 、 都 市 計 画 課 で は つ

く ば エ ク ス プ レ ス 開 発 関 連の 都 市 計 画 決 定 に 関 わ り 、さ ら に は つ く ば 市 派 遣 で 開発 審 査 会 の 立 ち 上 げ を は じ

め 、 都 市 行 政 に 関 わ る 得 難い 機 会 も い た だ き ま し た 。今 回 は そ の 時 々 に 、 何 を 成し た の か 申 し 述 べ さ せ て いた だ き ま す 。　
は じ め に 「 構 造 計 算 適 合

判 定 」 に つ い て で す 。　
平 成

1 9年 、 耐 震 偽 装 事 件

（ Ｈ

1 7姉 歯 事 件 ） を 契 機 に

「 構 造 計 算 適 合 性 判 定 （ ピ
ア チ ェ ッ ク ） 制 度 」 が 導 入さ れ ま し た 。 本 制 度 は 、 建築 確 認 時 に 第 三 者 機 関 に よる 構 造 審 査 を 義 務 化 し た もの で 、 本 県 で は 、 茨 城 県 建築 セ ン タ ー は じ め ４ 団 体 を審 査 機 関 と し ま し た 。

　
唯 一 の 県 内 機 関 で あ る 茨

城 県 建 築 セ ン タ ー は 、 平 成
1 1年 の 建 築 基 準 法 改 正 （ 建

築 確 認 へ の 民 間 参 入 ） で 設立 さ れ た も の で す が 、 後 にピ ア チ ェ ッ ク の 一 翼 も 担 った の で 、 そ の 存 在 に は 大 いに 助 け ら れ ま し た 。　
次 に 「 液 状 化 対 策 」 に つ

い て で す 。　
平 成

2 3年 の 東 日 本 大 震 災

で は 、 平 成 ７ 年 の 阪 神 淡 路大 震 災 を 契 機 に 建 築 士 会 と連 携 し 創 設 し た 「 茨 城 県 震災 建 築 物 応 急 危 険 度 判 定 士制 度 」 が 十 二 分 に 機 能 し まし た が 、 一 方 で 、 埋 立 地 に立 地 す る 県 営 日 の 出 住 宅（ 潮 来 市 ） が 液 状 化 に よ り不 同 沈 下 す る 未 曾 有 の 被 害を 受 け ま し た 。 構 造 専 門 家か ら ア ド バ イ ス を い た だ くな ど 、 様 々 な 検 討 を 経 て 、

　
土 木 部 に は 、 建 築 関 係 の

業 務 を し て い る 課 と し て 、建 築 指 導 課 、 住 宅 課 、 営 繕課 の ３ 課 が あ り ま す 。 こ の３ 課 が 仕 事 を 分 担 し 、 連 携し な が ら 茨 城 県 の 建 築 行 政を 行 っ て い る の で す 。　
ま ず 、 優 良 住 宅 の 供 給 に

つ い て で す 。 道 路 、 公 園 、上 下 水 道 な ど の 生 活 イ ン フラ の 整 っ た 優 良 な 住 宅 団 地を つ く る 方 法 と し て 、 地 主さ ん と 一 緒 に な っ て 整 備 を進 め る 土 地 区 画 整 理 事 業 があ り ま す 。　
一 方 、 住 宅 課 が 主 管 課 と

り 上 げ 、 子 育 て 世 帯 に 賃 貸す る 「 マ イ ホ ー ム 借 り 上 げ制 度 」 が 開 始 さ れ ま し た 。　
あ る 団 地 の ア ン ケ ー ト に

よ る と 、 半 数 以 上 の 世 帯 が将 来 的 に は 持 家 を 貸 し た いと い う 意 向 だ っ た と い う 話も あ り 、 こ れ は 非 常 に 良 い制 度 だ と 思 っ た た め 、 制 度の 周 知 を 積 極 的 に 行 い ま した 。 同 時 に 、 住 宅 の 新 築 やリ フ ォ ー ム に 地 域 材 を 利 用し た 場 合 、  利 子 補 給 す る  「 マイ ハ ウ ス 資 金 制 度 」 の Ｐ Ｒな ど も 行 い ま し た 。 土 木 部長 の 時 の 話 で す 。　
３ 番 目 は 県 営 住 宅 に つ い

て で す 。 県 営 住 宅 は 現 在
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市 町 村 に １ ５ ６ 団 地 あ り 、総 戸 数 は １ 万 ３ ０ ４ ３ 戸 とな っ て お り ま す 。 住 宅 課 所管 で 、 指 定 管 理 者 と し て（ 財 ） 茨 城 県 住 宅 管 理 セ ンタ ー が 施 設 管 理 を 行 っ て おり ま す 。　
私 は 、 県 営 住 宅 は 非 常 に

重 要 だ と 思 っ て お り ま した 。 数 は 増 や せ な い に し ても 、 リ ニ ュ ー ア ル し た り 、建 て 替 え し た り し て 現 状 の戸 数 は 確 保 し て お く べ き だと 考 え た の で す 。

務 超 過 に 陥 り 自 主 解散 と な り ま し た が 、高 度 成 長 期 の 住 宅 需要 に 大 き く 貢 献 し たと 思 い ま す 。　
住 宅 供 給 公 社 は １

９ ６ ５ 年 に 発 足 し 、約 １ 万 ３ ０ ０ ０ 戸 の住 宅 ・ 宅 地 を 分 譲 しま し た 。 生 活 イ ン フラ が 整 備 さ れ て い て安 か っ た の で 、 大 変な 人 気 だ っ た の です 。 私 も 色 々 な 団 地

造 成 の ア ク セ ス 道 路 整 備 に関 わ っ て お り ま し た 。 常 磐自 動 車 道 の 水 戸 北 イ ン タ ーの 整 備 な ど も 、 水 戸 ニ ュ ータ ウ ン を 分 譲 す る の に 役 立て ば 、 な ど と 思 っ て い ま した 。 土 木 部 長 の 時 、 水 戸 駅前 で 公 社 職 員 と 分 譲 の た めの チ ラ シ 配 り な ど も し た のは 、 懐 か し く 苦 い 思 い 出 です 。　
次 に 「 マ イ ホ ー ム 借 り 上

げ 制 度 」 の 活 用 で す 。 平 成
1 8年 、 国 の 支 援 を 受 け た 法

人 が 高 齢 者 の 中 古 住 宅 を 借

ま し い と 思 わ れ ま す 。　
余 談 に な り ま す が 、 東 日

本 大 震 災 の 被 災 者 対 応 と して 仮 設 住 宅 建 設 案 も あ り まし た が 、 公 営 住 宅 の 活 用 を主 と し た 方 策 を 選 択 し た こと に よ り 、 ス ピ ー ド 感 の ある 対 応 が で き た も の と 確 信し て い ま す 。　
建 築 住 宅 行 政 の 特 徴 は 、

大 多 数 を 占 め る 民 間 建 物 をい か に マ ネ ジ メ ン ト す る かに あ り ま す の で 、 行 政 を 取り 巻 く セ ク タ ー が 多 い ほど 、 そ の 効 果 が 高 ま る と ころ に あ り ま す 。　
現 在 、 人 口 減 少 ・ 少 子 高

齢 化 の 進 展 、 家 族 形 態 の 変化 な ど に よ り 、 空 き 家 急 増が 社 会 問 題 化 し て い ま す 。建 築 士 会 、 建 築 士 事 務 所 協会 を は じ め と す る 頼 も し い組 織 群 に 加 え 、  住 宅 の 斡 旋  ・紹 介 、 修 繕 な ど の 実 務 を こな す セ ク タ ー の 出 現 が 望 まれ る と こ ろ で あ る と 思 い ます 。　
こ う し た 問 題 意 識 が 醸 成

さ れ 、 議 論 が 進 み 、 最 適 な答 え が 出 る こ と を 願 っ て 止み ま せ ん 。 後 輩 諸 兄 を は じめ 、 多 く の 方 々 の 知 恵 と 実行 力 に 期 待 す る ば か り です 。

�

（ 島 津 就 子 ）

「 茨 城 県 建 築 物 耐 震 改 修 促進 計 画 」  （ Ｈ

1 9） な ど に 基

づ き 、 避 難 拠 点 と な り う る１ ４ ３ ９ 棟 の 県 有 施 設 に つい て 、 平 成

2 7年 、 い ち 早 く

耐 震 化 率 １ ０ ０ ％ を 達 成 した こ と も 忘 れ ら れ な い 思 い出 と な っ て い ま す 。　
ま た 、 老 朽 化 が 著 し い 県

有 施 設 に つ い て は 、 耐 震 化を 前 提 に 効 率 的 な 維 持 ・ 管理 計 画 を 策 定 し 、 最 小 に して 最 大 効 果 の 予 算 執 行 を 実現 す る た め 、  平 成

1 2年 に  「 茨

城 県 県 有 施 設 長 寿 命 化 計画 」  の 策 定 に 着 手 し ま し た 。　
当 該 計 画 は 、 庁 内 の 問 題

意 識 が 高 ま っ た こ と で 、 平成

2 6年 に は 「 茨 城 県 公 共 施

設 等 総 合 管 理 計 画 」 に 昇 華し 、 総 務 部 所 管 と な り ま した 。 個 人 的 に は 残 念 な 思 いも あ り ま す が 、  「 長 寿 命 化 」を 発 想 し た 人 間 と し て は 誇ら し い 限 り で す 。　
最 後 に 公 営 住 宅 に つ い て

で す が 、 総 戸 数 で み る と 漸減 傾 向 に あ り ま す 。 一 方 で被 災 世 帯 、 Ｄ Ｖ 世 帯 な ど いわ ゆ る 「 セ ー フ テ ィ ー ネ ット 」 と し て の 役 割 も 確 実 に増 し て い ま す 。 今 後 の 状 況を 見 極 め て 、 適 切 な 戸 数 の維 持 管 理 に 努 め る こ と が 望

茨 城  の  公  共 ・  公 益 事  業茨 城  の  公  共 ・  公 益 事  業

〜 歴 史 を た ど り 、  後 世 に 残 す 〜〜 歴 史 を た ど り 、  後 世 に 残 す 〜

県 土 木 部 総 括 技 監  ・  部 長 編 ②

い ば ら き の 公 共 事 業 を 紐 解 く

山 田

　
茂 （ や ま だ

　
し げ る ）

１ ９ ５ ６ 年 １ 月

3 1日 生 ま れ 。

6 7歳 。

8 3年 に 入 庁 し 、

営 繕 課 に 配 属 さ れ た 。 そ の 後 、 つ く ば 市 都 市 建設 部 長 、 土 木 部 技 監 兼 営 繕 課 長 を 経 て 、 ２ ０ １６ 年 ３ 月 に 土 木 部 技 監 兼 建 築 指 導 課 長 で 定 年 を迎 え た 。 の ち に  （ 一 財 ）  茨 城 県 住 宅 管 理 セ ン タ ー理 事 長 に 就 任 し 、 現 在 は 県 職 員 当 時 の 経 験 を 活か し 、 ㈱ 竹 中 工 務 店 に 勤 務 し て い る 。

長 寿 命 化 の 発 想 に 誇 り

復 旧 工 事 を 選 択 す る に 至 りま し た 。　
前 例 の な い 工 事 で し た の

で 、 工 事 完 了 後 に 頻 発 し た余 震 の た び 不 安 に 襲 わ れ まし た が 、 幸 い な こ と に 現 在に 至 る ま で 被 害 は 生 じ て おり ま せ ん 。　
ま た 、 同 様 の 被 災 住 宅 を

対 象 に 、 法 外 な 見 積 も り を提 示 す る 復 旧 業 者 が い る との 情 報 も あ り ま し た の で 、県 営 日 の 出 住 宅 集 会 場 を モデ ル ケ ー ス に 実 地 見 学 会 を開 催 し ま し た 。 ジ ャ ッ キア ッ プ な ど の 作 業 手 順 や 、標 準 的 な 料 金 な ど を 示 す こと で 、 テ レ ビ 放 映 と 相 ま って 住 民 の 方 々 へ の 正 し い 知識 啓 発 に 役 立 っ た の で は と思 っ て お り ま す 。　
続 い て 、 耐 震 化 に つ い て

で す 。

生 活 を 支 え る 建 築 に つ い て

元 県 土 木 部 長 元 県 土 木 部 技 監 兼 建 築 指 導 課 長
（ 当 時 ・ 住 宅 課 技 佐 兼 技 術 総 括 ）

渡 邊 一 夫 氏 山 田 　 茂 氏×

な り 、 住 宅 供 給 公 社 が 進 めた 全 面 買 収 方 式 は 、 短 期 間で 造 成 を 完 了 さ せ 、 分 譲 でき る メ リ ッ ト が あ り ま す 。住 宅 供 給 公 社 は 、 最 後 は 債

県 有 施 設 耐 震 化

 

1 0 0％ 達 成

　
私 は テ レ ビ で 放 映 さ れ て い る  「 ビ フ ォ ー ア フ タ ー 」

を 観 る の が 大 好 き で す 。 間 取 り が 悪 か っ た り 、 段 差や 急 な 階 段 が あ り 、 薄 暗 か っ た り 住 み に く い 老 朽 化し た 家 が 、  「 匠 」 の 手 に よ っ て 見 事 に 再 生 さ れ る 番組 で す 。 バ リ ア フ リ ー と な り 、 手 す り が 取 り つ け られ 、 お 年 寄 り に も 住 み や す い 家 に 変 身 す る の で す 。建 築 は 奥 が 深 い ん だ な と 思 い な が ら 観 て い ま す 。�

（
弊 社 Ｈ Ｐ ト ピ ッ ク ス に 掲 載

）

で 難 局 を 乗 り 越 え た の です 。 す で に （ 財 ） 茨 城 県 建築 セ ン タ ー が 設 立 さ れ て いた の で 大 助 か り し た の だと 、 し み じ み 思 い ま し た 。　
最 後 は 県 有 施 設 の 耐 震 化

で す 。 大 き な 地 震 が 発 生 した 時 、 頼 り に な る の は 大 きな 集 会 所 や 学 校 な ど 避 難 でき る 建 物 や 、 病 院 、 警 察 署や 土 木 事 務 所 な ど で す 。 これ ら の 建 築 が 持 ち こ た え られ な く て は 一 大 事 で す 。　
こ れ に 対 応 す る た め 、 平

成

1 9年 、 耐 震 改 修 促 進 計 画

が 策 定 さ れ た の で す 。 平 成
1 9年 度 か ら 平 成

2 2年 度 ま で

の ４ 年 間 に 対 象 と な る 県 有施 設 に つ い て 、 耐 震 診 断 を行 い 、 平 成

2 1年 度 か ら 平 成

2 7年 度 に か け て 改 修 を 実 施
す る と い う も の で す 。 こ れは 全 庁 的 な 話 で す 。　

施 設 を 持 つ 部 局 が 予 算 を
確 保 し 、 土 木 部 に 振 り 替 えし て 、 建 築 指 導 課 と 営 繕 課が 主 体 と な っ て 設 計 、  発 注 、施 工 管 理 を 行 い ま し た 。 平成

2 7年 度 末 、 県 有 施 設 １ ４

３ ９ 棟 の 耐 震 化 が 見 事 に 完了 し た の で す 。 こ れ は １ ００ ％ の 達 成 率 で す 。 行 政 と建 築 業 界 が 連 携 し 、 県 民 の安 全 確 保 に 大 い に 寄 与 し た大 プ ロ ジ ェ ク ト だ っ た の です 。

　
つ く ば 市 は 茎 崎 第 三 小 学 校 （ 小 茎 ７ ９ ８

－ １ ）

校 舎 の 長 寿 命 化 改 修 工 事 を 計 画 し て い る 。

2 4日 に

設 計 業 務 の 一 般 競 争 入 札 を 公 告 し た 。 予 定 価 格 は３ ６ ２ ３ 万 円 （ 税 抜 き ） で 履 行 期 間 は ２ ０ ２ ５ 年２ 月

1 0日 ま で 。 工 事 は ２ ０ ２ ５ 年 度 か ら 開 始 す る

予 定 だ 。

長 大 に 設 計 委 託東 亜 橋 の 架 替 え

２ 月

か
　

　
ら 電 子 入 札

一 部 工 事 で 導 入

《 県 土 浦 土 木 》

《 龍 ケ 崎 市 》 県 内 の 建 設 関 連 情 報県 内 の 建 設 関 連 情 報

発 注 ・ 計 画 記 事

な ど

発 注 ・ 計 画 記 事

な ど

つ く ば 市

茎 崎 三 小 を 長 寿 命 化
設 計 公 告

 

2 5年 度 か ら 改 修 着 手

実 施 設 計 を 年 度 内 発 注
役 場 跡 地 に 広 場 整 備

大 子 町

桜 で 地 域 振 興 へ

さ く ら シ ン ポ 開 催

桜 川 市

樹 木 伐 採 は 年 度 内 発 注
国 道

2 9 4号 の 歩 道 補 修

筑 西 土 木


